
 田植後の水管理を適正に行い、
高品質米・良食味米を目指しましょう

 取りこぼしヒエ・雑草対策
 農繁期休日対応
 中間管理機構受付開始
 農政ダイジェスト
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米原・近江支店担当 谷城 敏生です。
携帯 080-4761-6531

チャレンジ88

 みずかがみ（全農基準）・コシヒカリ・特
別栽培米コシヒカリで個袋及びフレコンに
て出荷した検査等級が1等の米

 ＪＡ自主分析で、整粒８０％以上・
食味値８０点以上の米

要件

5月7日、レーク伊吹経
済センター北側の加工・業務
用タマネギ研修実施圃場に
てドローンによる防除剤の
試験散布を行いました。
近年、農業分野においても
スマート化が進んでおり実
用化により大幅な労力省力
化が期待できます。



田植後の水管理を適正に行い、高品質・良食味米を目指しましょう

水管理のポイント

時期 水管理 水深 効果 保温効果 分げつ促進

植付～
活着まで やや深水苗が水没しない程度

・活着促進
・植え痛み防止

高い
（活着の適温：

25～30℃）
無～少ない

活着後 浅水 土壌面が見えない程度
水深：2～3cm

・分げつ促進
(昼夜の水温較差が
大きいほど分げつ促進)

中程度 高い

近畿地方の向こう１か月の気象

やや深水 浅水

自然減水で田面を軽く干す
：分げつ促進効果

中干し浅水

植
付

活
着

溝
切
り

水管理のイメージ

５月前半は気温の変化が大きいため、適正な水管理が重要となります。しっかり管理し早期に
分げつを確保しましょう。

田植後の注意点

圃場内の置き苗は、葉いもちの感染
源になるので早期に片付けましょう。

放置されたままの置き苗

常に湿潤状
態のため、いも
ち菌の繁殖に
は、うってつけ

向こう1か月は気温
が平年並みか高い
予報となっています。

（大阪管区気象台5/2発表）

（5月4日～6月3日）



 軽く足跡がつく程度までしっかりと！
 大きなひび割れを起こさない程度で！
 過度の中干しは根を痛めたり、田の水
持ちを悪くする要因となります。

【コシヒカリのめやす】

栽植密度（/坪） 50株 60株 70株
1株当たりの茎数 20本 17本 14本

適期中干し
近年、分げつ期の高温により茎数の増加が早まっています。田植えから1か月後をめどに溝切りを行い、

適期に中干しを行いましょう。過剰分げつを抑制し、乳白・腹白・除青未熟の発生を防ぐことができます。
また、昨年のような収穫時の長雨でも刈取りができるよう溝切り（排水）をしっかり行いましょう。

溝切りの様子

水持ちが悪い水田や、土の高低により水管理が難しいなどの原因により雑草の取り残しが発生します。
初中期一発剤の散布15日後にほ場の雑草の有無を確認しましょう。雑草や葉齢を観察し、発生雑草に
適した中後期除草剤を選択し散布ましょう。

用途 除草剤名 成分数 使用時期
広葉・ヒエ剤ツインスタージャンボ 2 移植後5日～ノビエ3葉期
広葉・ヒエ剤サンパンチ１ｋｇ粒剤 4 移植後15日～ノビエ3.5葉期
広葉・ヒエ剤アトトリ１ｋｇ粒剤 1 移植後20日(稲5葉期以降)～ノビエ4葉期
広葉・ヒエ剤アトトリ豆つぶ250 1 移植後20日(稲5葉期以降)～ノビエ4葉期
広葉 バサグラン粒剤・液剤 1 移植後15日～55日
ヒエ剤 ヒエクリーン１kg粒剤 1 移植後15日～ノビエ4葉期
ヒエ剤 ヒエクリーン豆つぶ250 1 移植後15日～ノビエ4葉期

 乾きにくいほ場は溝の間隔
を小さくします。

 接合部をしっかり繋げます。
 溝切り1週間後ほ場を確認
し埋まっていれば再度切り直
します。

特
栽

●中後期除草剤

クログワイホタルイ

●多年生雑草のオモダカとクログワイ

オモダカ

見分け
にくい

オモダカとクログワイは放っておく
と増加します。ほ場の確認を！
・寿命
オモダカの塊茎:1～2年
クログワイの塊茎：3～5年

塊茎

雑草については営経渉外まで御相談ください。

取りこぼし雑草対策



農繁期休日対応

農業・地域の雑誌「地上」より抜粋
~定価（税込）606円 購読申込受付中~農政ダイジェスト

中間管理機構受付開始

中間管理機構は、“農地の借受・貸付”を効率的に進めます

 営業時間は、ＡＭ8：30～ＡＭ12：00 です
 現金扱いの販売・配送業務は行っておりません
 3店舗とも土・日・祝日も営業しています（5月末まで）

月 土曜日・日曜日・祝日 営業しています
肥料足りる
かな…？

経済ｾﾝﾀｰ 長浜市加田町３１４３ ☎63-2101
伊吹資材ｾﾝﾀｰ 米原市杉沢７２６ ☎55-4080
米原資材ｾﾝﾀｰ 米原市下多良１７１ ☎52-1014

米飯給食が4年ぶりに増加
2018年の小・中学校での米飯給食の実

施回数が、全国平均で週3.5回に増えたこと
が、文部科学省の調査でわかった。文科省は
1985年から週3回の米飯給食の実施を目標
に掲げ、2007年達成。

重量野菜の価格低迷が長期化
白菜や大根、キャベツなど重量野菜の価格

は、昨年11月から今年3月末まで例年より3
～6割下回る状況が続いた。要因は、産地で
好天が続き出回りが潤沢なため。業務需要も
厳しく、昨年の価格高騰を背景に輸出物を仕
入れる業者が多い。

19年産主食用米が前年並み
農水省の調査で、8割超の都道府県が19年

産の主食用米を前年並みに作付する傾向だとわ
かった。米の生産調整見直しが2年目を迎え、国
が示す適正生産量以内に収まるかが課題となる。

受付期間 有効期限

 契約期間終了後、農地は確実に戻ります。
 機構に貸付けた農地は課税が軽減されます。
 賃借料は機構からの口座振込による支払。 等々

5月7日（火）
～6月28日（金）

2020年
３月末日

 農地をまとまりのある形で借入る事が可能
 農地を長期（１０年以上）に借入でき、
効率的、安定的な農業経営ができます。

 新規参入を目指す方も農地の貸付が可能

4月1日～通年 2022年
3月末日

農地を貸したい方

農地を借りたい方

農業組合長会議開催
4月23日山東支店、24日に本店、25日に
長浜市民交流センターにて農業組合長会議を
開催し各集落の農業組合長が出席された。今
年は元号が令和に変わる年でもあり、新たな1
年のスタートであるとの挨拶に始まり各関係機
関より提出書類等の説明が行われました。
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